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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指示を受け付けて記録シートに画像形成のジョブを行なう画像形成部を備える画像形成
装置と、該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報の画像形成を行なう課金装置とを備
える画像形成システムにおいて、
  画像形成のジョブに係る指示を受け付けた場合、前記課金情報の画像形成が可能である
か否かを判定する可否判定手段と、
  該可否判定手段により不可能であると判定された場合、受け付けた指示に係るジョブに
応じた課金情報の画像形成を前記画像形成部に指示する指示手段とを備え、
  前記課金情報の画像形成を必須とする第１ジョブと、前記課金情報の画像形成を必須と
しない第２ジョブとが選択的に実行可能であり、
  前記第１ジョブの実行の際、前記可否判定手段により不可能であると判定された場合、
前記画像形成部は前記第１ジョブに応じた課金情報の画像形成を行ない、
  前記第２ジョブの実行の際、前記可否判定手段により不可能であると判定された場合、
前記第２ジョブに応じた課金情報の画像形成が行われず、前記画像形成部は前記第２ジョ
ブを実行することを特徴とする画像形成システム。
【請求項２】
  前記画像形成装置は複数種の大きさの記録シートを備えており、
  前記可否判定手段により不可能であると判定された場合、前記複数種の大きさのうち、
最も小さい大きさの記録シートを選択する選択手段を備え、
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  前記画像形成部は、前記選択手段によって選択された記録シートに、前記課金情報の画
像形成を行なうことを特徴とする請求項１に記載の画像形成システム。
【請求項３】
  前記記録シートは矩形であり、
  前記画像形成部は、前記記録シートの端部に前記課金情報の画像形成を行なうように構
成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成システム。
【請求項４】
  指示を受け付けて記録シートに画像形成のジョブを行なう画像形成部を備える画像形成
装置と、該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報の画像形成を行なう課金装置とを備
え、該課金情報の画像形成を必須とする第１ジョブと、前記課金情報の画像形成を必須と
しない第２ジョブとが選択的に実行可能である画像形成システムにて、前記課金情報の画
像形成を行なう画像形成方法において、
  画像形成のジョブに係る指示を受け付けた場合、前記課金情報の画像形成が可能である
か否かを判定する可否判定ステップと、
  該可否判定ステップにて不可能であると判定された場合、受け付けた指示に係るジョブ
に応じた課金情報の画像形成を前記画像形成部に指示する指示ステップと、
  前記第１ジョブの実行の際、前記可否判定ステップにて不可能であると判定された場合
、前記画像形成部が前記第１ジョブに応じた課金情報の画像形成を行なうステップと、
  前記第２ジョブの実行の際、前記可否判定ステップにて不可能であると判定された場合
、前記第２ジョブに応じた課金情報の画像形成が行われず、前記画像形成部が前記第２ジ
ョブを実行するステップ
 とを含むことを特徴とする画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、指示を受け付けて記録シートに画像形成のジョブを行なう画像形成部を備え
る画像形成装置と、該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報の画像形成を行なう課金
装置とを備える画像形成システム及び該画像形成システムにおける画像形成方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、公共施設又はコンビニエンスストア等には、プリンタ、複合機等の画像形成装置
が設置されており、使用者は、所定の料金を支払って、前記画像形成装置を使用すること
が出来る。また、かかる装置と共に設置された課金装置にて利用料金の徴収及び利用料金
、内訳等の課金情報が印刷されたレシートが発行される。
【０００３】
　例えば、特許文献１においては、領収書を出力する課金装置が接続された画像形成装置
において、ユーザが設定条件の入力を行なう前に、前記領収書を出力するか否かの選択を
ユーザから受け付けることにより、画像形成装置がサービスの提供を終了した後になって
、ユーザが領収書を発行する必要があることを思い出すという事態を排除することができ
る画像形成装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２３９４６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した画像形成装置においては、自治体証明書発行用データ等が保存されている外部
サーバと接続し、該サーバから住民基本カードに係るデータを取得して住民票を発行する
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サービスを提供する場合もある。
【０００６】
　しかし、前記画像形成装置によるかかるサービスの提供においては、住民票の発行の都
度レシートを発行するように定められていることから、例えば、何らかの理由により、レ
シートの発行ができない場合は、かかる住民票の発行を含む一連のジョブができないとい
う問題があった。しかしながら、特許文献１に係る画像形成装置ではこのような問題を解
決出来ない。
【０００７】
  本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、指示を
受け付けて記録シートに画像形成のジョブを行なう画像形成部を備える画像形成装置と、
該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報の画像形成を行なう課金装置とを備える画像
形成システムにおいて、画像形成のジョブに係る指示を受け付けた場合、前記課金装置に
よる課金情報の画像形成が可能であるか否かを判定し、課金情報の画像形成を必須とする
第１ジョブの実行の際、課金情報の画像形成が不可能であると判定された場合、前記画像
形成部が前記第１ジョブに応じた課金情報の画像形成を前記記録シートに行ない、課金情
報の画像形成を必須としない第２ジョブの実行の際、課金情報の画像形成が不可能である
と判定された場合、前記第２ジョブに応じた課金情報の画像形成が行われず、前記画像形
成部が前記第２ジョブを実行することにより、専用の記録シートの切れなどでレシートの
印刷が出来ないときであっても、レシート（課金情報）の発行が必須である画像形成のジ
ョブを実行できる画像形成システム及び画像形成方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
  本発明に係る画像形成システムは、指示を受け付けて記録シートに画像形成のジョブを
行なう画像形成部を備える画像形成装置と、該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報
の画像形成を行なう課金装置とを備える画像形成システムにおいて、画像形成のジョブに
係る指示を受け付けた場合、前記課金情報の画像形成が可能であるか否かを判定する可否
判定手段と、該可否判定手段により不可能であると判定された場合、受け付けた指示に係
るジョブに応じた課金情報の画像形成を前記画像形成部に指示する指示手段とを備え、前
記課金情報の画像形成を必須とする第１ジョブと、前記課金情報の画像形成を必須としな
い第２ジョブとが選択的に実行可能であり、前記第１ジョブの実行の際、前記可否判定手
段により不可能であると判定された場合、前記画像形成部は前記第１ジョブに応じた課金
情報の画像形成を行ない、前記第２ジョブの実行の際、前記可否判定手段により不可能で
あると判定された場合、前記第２ジョブに応じた課金情報の画像形成が行われず、前記画
像形成部は前記第２ジョブを実行することを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る画像形成システムは、前記画像形成装置は複数種の大きさの記録シートを
備えており、前記可否判定手段により不可能であると判定された場合、前記複数種の大き
さのうち、最も小さい大きさの記録シートを選択する選択手段を備え、前記画像形成部は
、前記選択手段によって選択された記録シートに、前記課金情報の画像形成を行なうこと
を特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る画像形成システムは、前記記録シートは矩形であり、前記画像形成部は、
前記記録シートの端部に前記課金情報の画像形成を行なうように構成されていることを特
徴とする。
【００１２】
  本発明に係る画像形成方法は、指示を受け付けて記録シートに画像形成のジョブを行な
う画像形成部を備える画像形成装置と、該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報の画
像形成を行なう課金装置とを備え、該課金情報の画像形成を必須とする第１ジョブと、前
記課金情報の画像形成を必須としない第２ジョブとが選択的に実行可能である画像形成シ
ステムにて、前記課金情報の画像形成を行なう画像形成方法において、画像形成のジョブ



(4) JP 5752169 B2 2015.7.22

10

20

30

40

50

に係る指示を受け付けた場合、前記課金情報の画像形成が可能であるか否かを判定する可
否判定ステップと、該可否判定ステップにて不可能であると判定された場合、受け付けた
指示に係るジョブに応じた課金情報の画像形成を前記画像形成部に指示する指示ステップ
と、前記第１ジョブの実行の際、前記可否判定ステップにて不可能であると判定された場
合、前記画像形成部が前記第１ジョブに応じた課金情報の画像形成を行なうステップと、
前記第２ジョブの実行の際、前記可否判定ステップにて不可能であると判定された場合、
前記第２ジョブに応じた課金情報の画像形成が行われず、前記画像形成部が前記第２ジョ
ブを実行するステップとを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、画像形成のジョブに係る指示を受け付けた場合、前記課金装置による
課金情報の画像形成が可能であるか否かを判定し、不可能であると判定された場合、受け
付けた指示に係るジョブに応じた課金情報の画像形成を、前記画像形成部が前記記録シー
トに行なうので、専用の記録シートの切れなどでレシートの印刷が出来ないときであって
も、レシート（課金情報）の発行が必須である画像形成のジョブを実行できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおける、複合機及び課金装置の要
部構成を示す機能ブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る課金装置における、制御部の要部構成を示す機能ブロ
ック図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおける、複合機及び課金装置の処
理を説明するフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおける、複合機及び課金装置の処
理を説明するフローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおける、複合機及び課金装置の処
理を説明するフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおいて、複合機が提供できる各種
サービスを表示する初期画面の一例を示す例示図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおいて、レシートの発行が必要で
あるか否かを問う案内画面の一例を示す例示図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおいて、選択されたジョブを継続
するかを問う案内画面の一例を示す例示図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおいて、レシートが発行できない
ため、サービスを提供できない旨を通知する案内画面の一例を示す例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明に係る画像形成装置を複合機に適用して、本発明に係る画像形成システ
ム及び画像形成方法を図面に基づいて詳述する。
【００１６】
　図１は本発明の実施の形態に係る画像形成システムにおける、複合機及び課金装置の要
部構成を示す機能ブロック図である。本発明に係る画像形成システム１は、複合機１００
及び課金装置２００を有しており、外部のサーバＳとインターネットを介して接続されて
いる。
【００１７】
　サーバＳには、例えば自治体証明書発行用データ等が保存されており、画像形成システ
ム１は、インターネットを介してサーバＳから住民基本カードに係るデータを取得して住
民票を発行するサービスを提供することができる。
【００１８】
　しかし、上述したように、住民票を発行するジョブにおいてはレシートの発行が必須で
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あり、レシートの発行ができない場合は、かかるジョブの実行もできない。以下において
は、レシートの発行が必須である住民票の発行のようなジョブをレシート発行必須ジョブ
という。
【００１９】
　複合機１００は、制御部１０、画像入力部２、画像処理部３、画像出力部４、通信部５
、操作パネル６、表示部７、記憶部８及びＩ／Ｆ部９等のハードウェアを備え、全体とし
てデジタル復号機を構成している。
【００２０】
　画像入力部２は、原稿の画像データの光学的な読み取りを行う。また、画像入力部２は
、読み取り用の原稿に光を照射する光源、例えばＣＣＤ（Charge Coupled Device）のよ
うなイメージセンサ等を有する光学ユニットを備えている。更に、画像入力部２では、所
定の読取り位置にセットされた原稿からの反射光像を当該イメージセンサに結像させ、Ｒ
ＧＢ（R : Red, G : Green, B : Blue）のアナログ電気信号を出力する。画像入力部２が
出力したアナログ電気信号は画像処理部３に入力される。
【００２１】
　画像処理部３は、画像入力部２を通じて入力されるアナログ電気信号を基にデジタル形
式の画像データを生成し、又は記憶部８に記憶されている画像データを読み出し、夫々の
画像の種類に応じた処理を施した後、出力用画像データを生成する。また、画像処理部３
は、インターネットを介してサーバＳから取得された住民基本カードのデータに基づいて
住民票に係る画像データを生成する。
【００２２】
　画像出力部４は、画像処理部３から出力される画像データに基づいて記録用紙、ＯＨＰ
フィルム等の記録シート上に画像形成を行って出力する。そのため、画像出力部４は、感
光体ドラム、該感光体ドラムを所定の電位に帯電させる帯電器、外部から受付けた画像デ
ータに応じてレーザ光を発して感光体ドラム上に静電潜像を生成させるレーザ書込装置、
感光体ドラム表面に形成された静電潜像にトナーを供給して顕像化する現像器、感光体ド
ラム表面に形成されたトナー像を用紙上に転写する転写器等（図示せず）を備えており、
電子写真方式にて使用者が所望する画像をシート上に形成する。なお、レーザ書込装置を
用いた電子写真方式により画像形成を行う他、インクジェット方式、熱転写方式、昇華方
式等により画像形成を行う構成であってもよい。
【００２３】
　通信部５は、画像処理部３にて処理した後の画像データを外部へ送信するネットワーク
カード、モデム等を備え、例えば、前記画像データをメールに添付して設定された送信先
に送信する。また、通信部５は、インターネットを介してサーバＳから住民基本カードの
データを取得する。
【００２４】
　操作パネル６は、複合機１００の重要機能に係る、「コピー」、「印刷」等の機能ボタ
ン、テンキー、受け付けた指示を確定するためのエンターキー等を備えている。
【００２５】
　記憶部８は、例えば、フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭ、ＨＤＤ、ＭＲＡＭ（磁気抵抗
メモリ）、ＦｅＲＡＭ（強誘電体メモリ）、又は、ＯＵＭ等の不揮発性の記憶媒体により
構成されている。記憶部８は、例えば、自機に備えられている各トレイに格納されている
記録用紙に係る情報（以下、記録用紙情報）を記憶している。該記録用紙情報は、例えば
、Ｂ５記録用紙の有無、Ａ４記録用紙の有無、Ｂ４記録用紙の有無等である。
【００２６】
　表示部７は、例えば、ＬＣＤ又はＥＬ（Electroluminescence）パネル等からなり、画
像出力部４を介して、所定の記録用紙へ出力（印刷）すべき画像が表示される。また、表
示部７は、複合機１００の状態、ジョブ処理の状況、画像入力部２が読み取った原稿の画
像及び操作パネル６の操作内容の確認等、使用者に対して報知すべき情報を表示する。
【００２７】
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　また、表示部７において、画像が表示される表示画面の表側には、タッチパネル７１が
設けられている。タッチパネル７１は、利用者が指先でタッチするタッチ操作により、表
示部７の表示画面上における所定位置を検出することができる。タッチパネル７１は、例
えば、利用者の指先のタッチ操作による圧力の変化を検知し、又は静電気による電気信号
を検知して、利用者の指先の接触位置に対応する表示部７の表示画面上の座標を検出し、
該座標を特定する信号を発生する。また、タッチパネル７１は、これに限るものでなく、
ポインティングデバイス（例えば、スタイラスペン）等を用いる構成であっても良い。
【００２８】
　Ｉ／Ｆ部９は、例えば、外部のサーバＳ、ＰＣ等と接続している。また、Ｉ／Ｆ部９は
ＬＡＮを介して課金装置２００と接続している。例えば、複合機１００の制御部１０は、
Ｉ／Ｆ部９を介して、課金装置２００の制御部２１０からの指示を受け付ける。
【００２９】
　制御部１０は、以上の各ハードウェアを適宜制御し、ユーザに提供すべきサービスに係
るジョブを実行させる。
【００３０】
　また、複合機１００は複数種の大きさの記録用紙が格納された複数のトレイ（図示せず
）を備えている。複数のトレイには、例えば、Ｂ５記録用紙、Ａ４記録用紙、Ｂ４記録用
紙、Ａ３記録用紙が格納されている。また、各トレイには、記録用紙切れを検出するセン
サが設けられており、後述する課金装置２００の選択部２１５は、当該センサの検出結果
に基づいて、各記録用紙の有無を判定し、所定の記録用紙を選択することができる。
【００３１】
　課金装置２００は、ＬＡＮを介して複合機１００と接続されており、制御部２１０と、
センサ部２５０と、レシート印刷部２２０と、コインベンダ２３０と、Ｉ／Ｆ部２４０と
を備えている。
【００３２】
　レシート印刷部２２０は、例えば、記録用紙収納部（図示せず）といわゆるサーマルヘ
ッドを有する印字ユニット（図示せず）とを備えている。前記記録用紙収納部にはロール
状に巻かれた熱感レシート用紙が投入され、該記録用紙収納部から送り出されたレシート
用紙に課金情報が印刷される。
【００３３】
　前記課金情報とは、複合機１００にて提供されたサービスに応じてユーザから徴収すべ
き料金及びかかる明細に係る情報である。例えば、上述した住民票の発行のサービスをユ
ーザに提供した場合には、住民票の発行のジョブにおける、発行枚数、記録用紙の大きさ
、利用料金、受け取り（投入）金額、お釣り等を含む情報であり、いわゆるレシート又は
領収書である。
【００３４】
　センサ部２５０は、例えば、レシート印刷部２２０の前記記録用紙収納部にレシート用
紙があるか否かを検出し、また、前記サーマルヘッドの温度を検出する。センサ部２５０
による検出結果に基づき、後述する検知部２１６はレシート用紙切れなどを検知し、後述
する可否判定部２１４は前記課金情報の印刷が可能であるか否かを判定する。
【００３５】
　コインベンダ２３０は、例えばコイン投入口とコイン返却口とを含み、前記コイン投入
口に投入されるコインを受け付け、実行したジョブに応じて制御部２１０が利用料金及び
投入される金額から残金を算出し、該残金に係るコインを前記コイン返却口を介してユー
ザに返す。
【００３６】
　Ｉ／Ｆ部２４０は前記ＬＡＮを介して複合機１００と接続している。例えば、課金装置
２００の制御部２１０は、Ｉ／Ｆ部２４０を介して、複合機１００の制御部１０に後述す
る指示を行なう。
【００３７】
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　制御部２１０は、前記ＬＡＮを介して複合機１００を制御し、複合機１００を介して所
定ジョブ（サービス）に係る指示を受け付け、複合機１００に当該ジョブを実行させ、該
ジョブに応じた課金処理（利用料金の精算、前記残金の計算等）及び課金情報の印刷に係
る指示を行なう。
【００３８】
　図２は本発明の実施の形態に係る課金装置２００における、制御部２１０の要部構成を
示す機能ブロック図である。制御部２１０は、ＣＰＵ２１１と、ＲＯＭ２１２と、ＲＡＭ
２１３と、可否判定部２１４と、選択部２１５と、検知部２１６とを備えている。
【００３９】
　ＲＯＭ２１２には各種の制御プログラム、演算用のパラメータのうちの基本的に固定の
データ等が予め格納されており、ＲＡＭ２１３はデータを一時的に記憶し、記憶順、記憶
位置等に関係なく読み出すことが可能である。また、ＲＡＭ２１３は、例えば、ＲＯＭ２
１２から読み出されたプログラム、該プログラムを実行することにより発生する各種デー
タ、該実行の際適宜変化するパラメータ等を記憶する。
【００４０】
　ＣＰＵ２１１は、ＲＯＭ２１２に予め格納されている制御プログラムをＲＡＭ２１３上
にロードして実行することによって、上述した各種ハードウェアの制御を行ない、装置全
体を本発明の課金装置２００として動作させ、上述したような課金処理（利用料金の精算
、前記残金の計算等）及び課金情報の印刷を行ない、複合機１００に当該ジョブを実行さ
せる。　
【００４１】
　可否判定部２１４は、ユーザから複合機１００の操作パネル６を介して、ジョブ（サー
ビス）の選択、ジョブの実行に係る条件の設定等の画像形成に係る指示を受け付けた場合
、レシート印刷部２２０において、前記課金情報の印刷が可能であるか否かを判定する。
例えば、可否判定部２１４は、センサ部２５０の検出結果又は検知部２１６の検知結果に
基づいてかかる判定を行なう。
【００４２】
　例えば、検知部２１６がレシート用紙切れを検知した場合、又は前記サーマルヘッドの
検出温度が所定閾値以下であることを検知した場合、可否判定部２１４は、前記課金情報
の印刷が不可能であると判定する。
【００４３】
　選択部２１５は、前記課金情報を印刷すべき記録用紙を選択する。選択部２１５は、複
合機１００各トレイのセンサの検出結果に基づいて、また、検知部２１６の検知結果に基
づいて、所定の記録用紙を選択することができる。
【００４４】
　例えば、可否判定部２１４によって前記課金情報の印刷が可能であると判定された場合
、選択部２１５はレシート用紙を、前記課金情報を印刷すべき記録用紙として選択する。
一方、可否判定部２１４によって前記課金情報の印刷が不可能であると判定された場合、
複合機１００の記憶部８に記憶されている前記記録用紙情報及び各トレイの前記センサの
検出結果に基づいて、所定の記録用紙を選択する。より詳しくは、選択部２１５は、前記
記録用紙情報及び各トレイの前記センサの検出結果に基づいて、複合機１００が現に具備
している各大きさの記録用紙のうち、最も小さい記録用紙を選択する。
【００４５】
　検知部２１６は、センサ部２５０の検出結果に基づいて、例えば、レシート用紙切れを
検知し、又は、検出された前記サーマルヘッドの温度が所定閾値以下であるか否かを検知
する。
【００４６】
　図３から図５は本発明の実施の形態に係る画像形成システム１における、複合機１００
及び課金装置２００の処理を説明するフローチャートである。説明の便宜上、画像形成シ
ステム１はいわゆるコンビニ等の公の場に置かれたものであり、複合機１００は、上述し
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たように、住民票の発行のサービス（第１ジョブ）を提供できる他、コピー、写真プリン
ト、ファックス、スキャンなどのジョブ（第２ジョブ）に係るサービスを提供するものと
する。以下、説明の便宜上、住民票を発行するサービスを「行政サービス」といい、該行
政サービスのみが前記レシート発行必須ジョブであるとする。
【００４７】
　例えば、待機中の複合機１００の表示部７（タッチパネル７１）をユーザがタッチした
場合、又は操作パネル６を適宜操作した場合、表示部７には、図６に示したような初期画
面が表示される（ステップＳ１０１）。図６の前記初期画面には、複合機１００が提供で
きる各種サービスの項目がソフトキーとして表示されている。
【００４８】
　この際、課金装置２００のＣＰＵ２１１はＬＡＮを介して複合機１００のタッチパネル
７１を監視することにより、何れかのジョブの選択を受け付けたか否かを判定する（ステ
ップＳ１０２）。
【００４９】
　ＣＰＵ２１１は、何れのジョブの選択も受け付けていないと判定した場合（ステップＳ
１０２：ＮＯ）、何れかのジョブの選択を受け付けるまで、この判定を繰り返して行なう
。
【００５０】
　一方、ＣＰＵ２１１は、何れかのジョブの選択を受け付けたと判定した場合（ステップ
Ｓ１０２：ＹＥＳ）、受け付けた選択に係るジョブがレシート発行必須ジョブであるか否
かを判定する（ステップＳ１０３）。
【００５１】
　ＣＰＵ２１１によって、受け付けた選択に係るジョブがレシート発行必須ジョブである
と判定された場合（ステップＳ１０３：ＹＥＳ）、換言すれば、受け付けた選択に係るジ
ョブが行政サービス（住民票の発行のサービス）である場合、処理はステップＳ１１３に
移る。
【００５２】
　また、ＣＰＵ２１１は、受け付けた選択に係るジョブがレシート発行必須ジョブでない
と判定した場合（ステップＳ１０３：ＮＯ）、レシートの発行が必要であるか否かを問う
案内画面を表示部７に表示する。以下においては、説明の便宜上、コピーのジョブが選択
されたものとする。
【００５３】
　図７は本発明の実施の形態に係る画像形成システム１において、レシートの発行が必要
であるか否かを問う案内画面の一例を示す例示図である。図７に係る案内画面には、かか
る問いに対する回答を受け付けるための「はい」及び「いいえ」のソフトキーが表示され
ており、ユーザは何れかを選択することができる。
【００５４】
　次いで、ＣＰＵ２１１は、複合機１００のタッチパネル７１を監視することにより、レ
シートの発行が必要であるか否かを判定する（ステップＳ１０４）。また、ＣＰＵ２１１
によるかかる判定の結果はＲＡＭ２１３に記憶される。
【００５５】
　ユーザが図７の案内画面の「いいえ」のソフトキーを操作した場合、ＣＰＵ２１１はレ
シートの発行が必要でないと判定し（ステップＳ１０４：ＮＯ）、処理はステップＳ１０
６に進む。
【００５６】
　一方、ユーザが図７の案内画面の「はい」のソフトキーを操作した場合、ＣＰＵ２１１
はレシートの発行が必要であると判定する（ステップＳ１０４：ＹＥＳ）。この際、可否
判定部２１４はレシート印刷部２２０での前記課金情報の印刷が可能であるか否かを判定
する（ステップＳ１０５）。可否判定部２１４によるこの判定は、センサ部２５０の検出
結果又は検知部２１６の検知結果に基づいて行なわれる。かかる判定については既に説明
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しており、詳しい説明を省略する。
【００５７】
　可否判定部２１４によりレシート印刷部２２０での前記課金情報の印刷が可能であると
判定された場合（ステップＳ１０５：ＹＥＳ）、処理はステップＳ１０６に進む。
【００５８】
　一方、可否判定部２１４によりレシート印刷部２２０での前記課金情報の印刷が不可能
であると判定された場合（ステップＳ１０５：ＮＯ）、ＣＰＵ２１１は、レシートの発行
が不可能である旨を通知し、選択されたジョブ（コピー）を継続するかを問う案内画面を
、複合機１００の表示部７に表示する。
【００５９】
　図８は本発明の実施の形態に係る画像形成システム１において、選択されたジョブを継
続するかを問う案内画面の一例を示す例示図である。図８に係る案内画面には、かかる問
いに対する回答を受け付けるための「はい」及び「いいえ」のソフトキーが表示されてお
り、ユーザは何れかを選択することができる。
【００６０】
　次いで、ＣＰＵ２１１は、複合機１００のタッチパネル７１を監視することにより、選
択されたジョブを継続するか否かを判定する（ステップＳ１１１）。
【００６１】
　ユーザが図８の案内画面の「はい」のソフトキーを操作して選択した場合、ＣＰＵ２１
１はタッチパネル７１を介してかかる選択を受け付け、選択されたジョブを継続すると判
定し（ステップＳ１１１：ＹＥＳ）、処理はステップＳ１０６に進む。
【００６２】
　一方、ユーザが図８の案内画面の「いいえ」のソフトキーを操作して選択した場合、Ｃ
ＰＵ２１１はタッチパネル７１を介してかかる選択を受け付け、選択されたジョブを継続
しないと判定する（ステップＳ１１１：ＮＯ）。
【００６３】
　この際、ＣＰＵ２１１は、複合機１００の表示部７には、レシートが発行できないため
、サービスを提供できない旨を通知する案内画面を表示するよう、複合機１００の制御部
１０に指示する。複合機１００の制御部１０は、ＣＰＵ２１１の指示に応じて、表示部７
に図９に示すような、案内画面を表示する（ステップＳ１１２）。以降、処理はステップ
Ｓ１０１に戻る。
【００６４】
　図９は本発明の実施の形態に係る画像形成システム１において、レシートが発行できな
いため、サービスを提供できない旨を通知する案内画面の一例を示す例示図である。図９
の案内画面には、サービスの提供ができない旨の通知に対するユーザの確認を受け付ける
ための「終了」ソフトキーが表示されている。
【００６５】
　一方、ステップＳ１０５にて、可否判定部２１４によりレシート印刷部２２０での前記
課金情報の印刷が可能であると判定された場合（ステップＳ１０５：ＹＥＳ）、又は、ス
テップＳ１１１にて、ＣＰＵ２１１が選択されたジョブを継続すると判定した場合（ステ
ップＳ１１１：ＹＥＳ）、表示部７には、ジョブの条件設定を受け付けるための受付画面
が表示される。
【００６６】
　本実施例において、選択されたジョブはコピーであるので、ユーザは前記受付画面（タ
ッチパネル７１）を適宜操作して、枚数、倍率、濃度等の条件設定を行なう。この際、Ｃ
ＰＵ２１１は、前記受付画面（タッチパネル７１）を介して、ジョブの条件設定を受け付
ける（ステップＳ１０６）。受け付けた条件設定はＲＡＭ２１３に一時的に記憶される。
【００６７】
　この際、ＣＰＵ２１１は受け付けた条件設定に基づいて利用料金を精算し、精算された
利用料金は表示部７に表示させる。ユーザがコインベンダ２３０のコイン投入口に料金を



(10) JP 5752169 B2 2015.7.22

10

20

30

40

50

投入した場合、ＣＰＵ２１１はスタートの指示を受け付けたか否かを判定する。
【００６８】
　ＣＰＵ２１１は複合機１００の操作パネル６及びタッチパネル７１を監視することによ
り、スタートの指示を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１０７）。ＣＰＵ２１１
はスタートの指示を受け付けていないと判定した場合（ステップＳ１０７：ＮＯ）、スタ
ートの指示を受け付けるまでかかる判定を繰り返す。
【００６９】
　一方、ＣＰＵ２１１はスタートの指示を受け付けたと判定した場合（ステップＳ１０７
：ＹＥＳ）、複合機１００の制御部１０に、コピーの実行を指示する。ＣＰＵ２１１の指
示に応じて、複合機１００の制御部１０は、画像入力部２、画像処理部３及び画像出力部
４を適宜制御することにより、コピージョブを実行する（ステップＳ１０８）。
【００７０】
　ジョブの実行が完了した場合、ＣＰＵ２１１はレシートの印刷が必要であるか否かを判
定する（ステップＳ１０９）。かかる判定はＣＰＵ２１１がステップＳ１０４での判定の
結果をＲＡＭ２１３から確認することにより行なわれる。
【００７１】
　ステップＳ１０４でレシートが必要であると判定された場合、ＣＰＵ２１１はレシート
の印刷が必要であると判定し（ステップＳ１０９：ＹＥＳ）、レシート印刷部２２０に前
記課金情報（レシート）の印刷を指示する。レシート印刷部２２０はＣＰＵ２１１の指示
に応じてレシート用紙に当該課金情報の印刷することにより、レシートの印刷を行ない（
ステップＳ１１０）、印刷されたレシートがユーザに提供される。
【００７２】
　一方、ステップＳ１０４にてレシートが不要であると判定された場合、ＣＰＵ２１１に
よりレシートが不要であると判定された場合（ステップＳ１０９：ＮＯ）、処理は終了す
る。
【００７３】
　しかし、ユーザから受け付けた選択に係るジョブが行政サービス（住民票の発行のサー
ビス）である場合、ステップＳ１０３で、ＣＰＵ２１１は、受け付けた選択に係るジョブ
がレシート発行必須ジョブであると判定する（ステップＳ１０３：ＹＥＳ）。
【００７４】
　この場合、可否判定部２１４はレシート印刷部２２０での前記課金情報の印刷が可能で
あるか否かを判定する（ステップＳ１１３）。可否判定部２１４によるこの判定は、セン
サ部２５０の検出結果又は検知部２１６の検知結果に基づいて行なわれる。
【００７５】
　可否判定部２１４によりレシート印刷部２２０での前記課金情報の印刷が可能であると
判定された場合（ステップＳ１１３：ＹＥＳ）、選択部２１５は当該課金情報を印刷すべ
き記録用紙としてレシート用紙を選択する（ステップＳ１１８）。以降、処理はステップ
Ｓ１２３に進む。
【００７６】
　例えば、検知部２１６によってレシート用紙切れが検知されたような場合、可否判定部
２１４はレシート印刷部２２０での前記課金情報の印刷が不可能であると判定し（ステッ
プＳ１１３：ＮＯ）、選択部２１５は、記憶部８に記憶されている前記記録用紙情報及び
各トレイの前記センサの検出結果に基づいて、複合機１００が現に具備されている各大き
さの記録用紙のうち、最も小さい記録用紙を選択する。以下、説明の便宜上、複合機１０
０は、Ｂ５、Ａ４、Ｂ４、Ａ３の記録用紙を具備するものとする。
【００７７】
　まず、選択部２１５は、複合機１００の各トレイのセンサの検出結果に基づいて、Ｂ５
記録用紙に対応するトレイにＢ５記録用紙があるか否かを判定する（ステップＳ１１４）
。選択部２１５は、Ｂ５記録用紙に対応するトレイにＢ５記録用紙があると判定した場合
（ステップＳ１１４：ＹＥＳ）、当該課金情報を印刷すべき記録用紙としてＢ５記録用紙
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を選択する（ステップＳ１１９）。以降、処理はステップＳ１２３に進む。
【００７８】
　一方、選択部２１５は、Ｂ５記録用紙に対応するトレイにＢ５記録用紙がないと判定し
た場合（ステップＳ１１４：ＮＯ）、複合機１００の各トレイのセンサの検出結果に基づ
いて、Ａ４記録用紙に対応するトレイにＡ４記録用紙があるか否かを判定する（ステップ
Ｓ１１５）。
【００７９】
　選択部２１５は、Ａ４記録用紙に対応するトレイにＡ４記録用紙があると判定した場合
（ステップＳ１１５：ＹＥＳ）、当該課金情報を印刷すべき記録用紙としてＡ４記録用紙
を選択する（ステップＳ１２０）。以降、処理はステップＳ１２３に進む。
【００８０】
　また、選択部２１５は、Ａ４記録用紙に対応するトレイにＡ４記録用紙がないと判定し
た場合（ステップＳ１１５：ＮＯ）、複合機１００の各トレイのセンサの検出結果に基づ
いて、Ｂ４記録用紙に対応するトレイにＢ４記録用紙があるか否かを判定する（ステップ
Ｓ１１６）。
【００８１】
　選択部２１５は、Ｂ４記録用紙に対応するトレイにＢ４記録用紙があると判定した場合
（ステップＳ１１６：ＹＥＳ）、当該課金情報を印刷すべき記録用紙としてＢ４記録用紙
を選択する（ステップＳ１２１）。以降、処理はステップＳ１２３に進む。
【００８２】
　また、選択部２１５は、Ｂ４記録用紙に対応するトレイにＢ４記録用紙がないと判定し
た場合（ステップＳ１１６：ＮＯ）、複合機１００の各トレイのセンサの検出結果に基づ
いて、Ａ３記録用紙に対応するトレイにＡ３記録用紙があるか否かを判定する（ステップ
Ｓ１１７）。
【００８３】
　選択部２１５は、Ａ３記録用紙に対応するトレイにＡ３記録用紙があると判定した場合
（ステップＳ１１７：ＹＥＳ）、当該課金情報を印刷すべき記録用紙としてＡ３記録用紙
を選択する（ステップＳ１２２）。以降、処理はステップＳ１２３に進む。
【００８４】
　また、選択部２１５によって、Ａ３記録用紙に対応するトレイにＡ３記録用紙がないと
判定された場合（ステップＳ１１７：ＮＯ）、処理はステップＳ１１２に移り、複合機１
００の表示部７に図９に示すような案内画面が表示され（ステップＳ１１２）、以降、処
理はステップＳ１０１に戻る。
【００８５】
　一方、上述したように、ステップＳ１１８、ステップＳ１１９、ステップＳ１２０、ス
テップＳ１２１又はステップＳ１２２にて当該課金情報を印刷すべき記録用紙が選択され
た場合、ＣＰＵ２１１は、前記受付画面（タッチパネル７１）を介して、ジョブの条件設
定を受け付ける（ステップＳ１２３）。本実施例においては、選択されたジョブはコピー
であるので、ユーザは前記受付画面（タッチパネル７１）を適宜操作して、枚数、倍率、
濃度等の条件設定を行なう。受け付けた条件設定はＲＡＭ２１３に一時的に記憶される。
【００８６】
　この際、ＣＰＵ２１１は受け付けた条件設定に基づいて利用料金を精算し、精算された
利用料金は表示部７に表示させる。ユーザがコインベンダ２３０のコイン投入口に料金を
投入した場合、ＣＰＵ２１１はスタートの指示を受け付けたか否かを判定する。
【００８７】
　ＣＰＵ２１１は複合機１００の操作パネル６及びタッチパネル７１を監視することによ
り、スタートの指示を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１２４）。ＣＰＵ２１１
はスタートの指示を受け付けていないと判定した場合（ステップＳ１２４：ＮＯ）、スタ
ートの指示を受け付けるまでかかる判定を繰り返す。
【００８８】
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　一方、ＣＰＵ２１１はスタートの指示を受け付けたと判定した場合（ステップＳ１２４
：ＹＥＳ）、複合機１００の制御部１０に、ジョブの実行を指示する。ＣＰＵ２１１の指
示に応じて、複合機１００の制御部１０は、通信部５、画像処理部３及び画像出力部４を
適宜制御することにより、住民票の印刷ジョブ（行政サービス）を実行する（ステップＳ
１２５）。
【００８９】
　すなわち、制御部１０の指示に応じて、通信部５がインターネットを介してサーバＳか
ら住民基本カードのデータを取得し、画像処理部３はサーバＳから取得された住民基本カ
ードのデータに基づいて住民票に係る画像データを生成し、画像出力部４は生成された画
像データに基づいて、住民票を印刷する。
【００９０】
　ジョブの実行が完了した場合、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ１１８、ステップＳ１１９
、ステップＳ１２０、ステップＳ１２１又はステップＳ１２２での記録用紙の選択に基づ
いて、レシート印刷部２２０又は複合機１００に、行政サービスのジョブに応じた課金情
報（レシート）の印刷を指示する。
【００９１】
　当該課金情報を印刷すべき記録用紙としてレシート用紙が選択された場合は、ＣＰＵ２
１１の指示に応じてレシート印刷部２２０がレシート用紙に当該課金情報を印刷すること
により、レシートの印刷を行なう（ステップＳ１２６）。
【００９２】
　また、当該課金情報を印刷すべき記録用紙としてＢ５、Ａ４、Ｂ４、Ａ３の記録用紙の
何れかが選択された場合は、ＣＰＵ２１１の指示に応じて複合機１００の画像出力部４に
てＢ５、Ａ４、Ｂ４、Ａ３の記録用紙の何れかに当該課金情報を印刷することにより、レ
シートの印刷を行なう（ステップＳ１２６）。以降、印刷されたレシートがユーザに提供
され、処理は終了する。
【００９３】
　また、本発明の実施の形態に係る画像形成システム１においては、このように、複合機
１００の画像出力部４にてＢ５、Ａ４、Ｂ４、Ａ３の記録用紙の何れかに当該課金情報の
印刷が行なわれる場合は、矩形である各用紙の端部にてかかる印刷が行なわれる。従って
、ユーザが不要な部分を簡単に取り除き、レシート用紙と同形状にすることができると共
に、資源の浪費を防ぐことができる。
【００９４】
　なお、上述した可否判定部２１４、選択部２１５及び検知部２１６は、ハードウェアロ
ジックによって構成してもよいし、ＣＰＵ２１１が所定のプログラムを実行することによ
り、ソフトウェア的に構築されてもよい。
【００９５】
　以上の記載においては、課金装置２００の制御部２１０が可否判定部２１４、選択部２
１５及び検知部２１６を備え、前記レシート発行必須ジョブを行なう場合を例として説明
したが、本発明はこれに限るものでない。例えば、可否判定部２１４、選択部２１５及び
検知部２１６を備える制御部を複合機１００及び課金装置２００とは別に設けても良く、
複合機１００側に設けても良い。
【００９６】
　また、以上の記載においては、ステップＳ１１３からステップＳ１２６までの処理がレ
シート発行必須ジョブに対してのみ行なう場合を例として説明したが本発明はこれに限る
ものでない。例えば、ステップＳ１１１にて継続しないと判定された場合、以降、処理を
ステップＳ１１３に移動するように構成しても良い。これによって、レシート発行必須ジ
ョブではないものの、ユーザがレシート発行を強く希望する場合であってレシート用紙切
れが発生したような場合に対応することができる。
【００９７】
　本発明においては、指示を受け付けて記録シートに画像形成のジョブを行なう画像形成
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部４を備える画像形成装置１００と、該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報の画像
形成を行なう課金装置２００とを備える画像形成システム１において、画像形成のジョブ
に係る指示を受け付けた場合、前記課金情報の画像形成が可能であるか否かを判定する可
否判定手段２１４と、該可否判定手段２１４により不可能であると判定された場合、受け
付けた指示に係るジョブに応じた課金情報の画像形成を前記画像形成部４に指示する指示
手段２１１とを備え、該指示手段２１１からの指示を受け付けた場合、前記画像形成部４
は前記記録シートに前記課金情報の画像形成を行なうことを特徴とする。
　本発明によれば、画像形成のジョブに係る指示を受け付けた場合、前記課金装置による
課金情報の画像形成が可能であるか否かを判定し、不可能であると判定された場合、受け
付けた指示に係るジョブに応じた課金情報の画像形成を、前記画像形成部が前記記録シー
トに行なうので、専用の記録シートの切れなどでレシートの印刷が出来ないときであって
も、レシート（課金情報）の発行が必須である画像形成のジョブを実行できる。
　本発明においては、前記課金情報の画像形成を必須とする第１ジョブと、前記課金情報
の画像形成を必須としない第２ジョブとが選択的に実行可能であり、前記第１ジョブの実
行の際、前記可否判定手段により不可能であると判定された場合、前記画像形成部４は前
記第１ジョブに応じた課金情報の画像形成を行ない、前記第２ジョブの実行の際、前記可
否判定手段により不可能であると判定された場合、前記第２ジョブに応じた課金情報の画
像形成が行われず、前記画像形成部は前記第２ジョブを実行することを特徴とする。
　本発明によれば、前記第１ジョブの実行の際、前記可否判定手段により前記課金情報の
画像形成が不可能であると判定された場合、前記指示手段が前記第１ジョブに応じた課金
情報の画像形成を前記画像形成部に指示し、前記画像形成部は前記第１ジョブに応じた課
金情報の画像形成を行なう。また、前記第２ジョブの実行の際、前記可否判定手段により
前記課金情報の画像形成が不可能であると判定された場合は、前記指示手段が前記第２ジ
ョブに応じた課金情報の画像形成行わずに該第２ジョブを実行することを許可し、前記画
像形成部は前記第２ジョブに応じた課金情報の画像形成を行わず、前記第２ジョブを実行
する。
　本発明においては、前記画像形成装置１００は複数種の大きさの記録シートを備えてお
り、前記可否判定手段２１４により不可能であると判定された場合、前記複数種の大きさ
のうち、最も小さい大きさの記録シートを選択する選択手段２１５を備え、前記画像形成
部４は、前記選択手段２１５によって選択された記録シートに、前記課金情報の画像形成
を行なうことを特徴とする。
　本発明によれば、前記可否判定手段によって、前記課金装置による前記課金情報の画像
形成が不可能であると判定された場合、前記選択手段は前記複数種の大きさのうち、最も
小さい大きさの記録シートを選択し、前記画像形成部は、前記選択手段によって選択され
た記録シートに、前記課金情報の画像形成を行なうので、資源の浪費を防ぐことができる
。
　本発明においては、前記記録シートは矩形であり、前記画像形成部４は、前記記録シー
トの端部に前記課金情報の画像形成を行なうように構成されていることを特徴とする。
　本発明によれば、前記選択手段によって選択された記録シートに、前記課金情報の画像
形成を行なう際、前記画像形成部４は、該記録シートの端部に前記課金情報の画像形成を
行なうので、ユーザが不要な部分を簡単に取り除き、レシート用紙と同形状にすることが
できると共に、資源の浪費を防ぐことができる。
　本発明においては、指示を受け付けて記録シートに画像形成のジョブを行なう画像形成
部４を備える画像形成装置１００と、該ジョブに応じて特定記録シートに課金情報の画像
形成を行なう課金装置２００とを備える画像形成システム１にて、前記課金情報の画像形
成を行なう画像形成方法において、画像形成のジョブに係る指示を受け付けた場合、前記
課金情報の画像形成が可能であるか否かを判定する可否判定ステップ２１４と、該可否判
定ステップ２１４にて不可能であると判定された場合、受け付けた指示に係るジョブに応
じた課金情報の画像形成を前記画像形成部４に指示する指示ステップ２１１と、該指示ス
テップ２１１からの指示を受け付けた場合、前記画像形成部４が前記記録シートに前記課
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　本発明によれば、ユーザから画像形成のジョブに係る指示を受け付けた場合、前記課金
装置による前記課金情報の画像形成が可能であるか否かが判定され、不可能であると判定
された場合、受け付けた指示に係るジョブに応じた課金情報の画像形成が前記画像形成部
に指示される。かかる指示を受け付けた場合、前記画像形成部は前記記録シートに前記課
金情報の画像形成を行なうので、専用の記録シートの切れなどでレシートの印刷が出来な
いときであっても、レシート（課金情報）の発行が必須である画像形成のジョブを実行で
きる。
【符号の説明】
【００９８】
　１　画像形成システム
　４　画像出力部（画像形成部）
　１０　制御部
　１００　複合機
　２００　課金装置
　２１０　制御部
　２１１　ＣＰＵ（指示手段）
　２１４　可否判定部
　２１５　選択部
　２１６　検知部

【図１】 【図２】
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              特開平０３－０２４６８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２８２０１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－０８５３２０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１２　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　２９／００　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　２９／３８　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　１／００　　　　
              Ｇ０７Ｂ　　　１／００
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